
サイズ表

お手入れ・メンテナンス

●　外袋を洗濯する場合は、中性洗剤を使用し、洗濯ネットに入れるなどして

　　生地を傷めにくい方法で洗ってください。洗った後は陰干ししてください。

　

●　内袋の洗濯は基本的にはしないでください。

　　（中綿を取り出すと再度詰めて調整することは難しくなります）

●　取り出した中袋を戻す場合は、中袋の先端裏に付いているオスのベルクロを

　　外袋の先端内側に付いているベルクロのメスにくっつくように入れ戻してください。

●　センターカバーのビニールレザーが汚れた場合は、中性洗剤を布につけるなどして

　　汚れを拭き取り、再度水拭きしてください。
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 <1> <2> <3> <4> 目安 

SS 18 30 9 40 幼児(小) 

S 22 35 11 47 幼児(大) 

M 26 44 12 54 小児(小) 

L 30 48 13 61 小児(大) 

LL 34 54 14 68 成人 

※上の表は cm 表記です。 

記号 

ｻｲｽﾞ 

胸幅〈1〉を目安にお選びください



●　この製品は、肩から肘までをしっかりと包み込むようにサポートする上肢支えの

　　クッションです。

●　肘をしっかりと受け止めることができるデザインが特徴です。

●　上肢の重さを受け止めることで肩関節への負荷を軽減し、体幹部の緊張をやわらげます。

●　内袋と外袋の二重構造で、肩まわりの内側、外側の中綿の量と前腕部の中綿の量を

　　調節する事ができます。

　

製品構成と各部名称

製品の特徴

Ｕ字型アームクッション

取扱説明書
ユー

【本　体】
アジャスター

バックル

ベルトベルト

センターカバー
クッション本体

【外　袋】

ファスナー開口部

ベルクロ ・ メス

【内　袋】

ファスナー開口部

ベルクロ ・ オス

ファスナー開口部
【センターカバー】



使用方法

●　クッション本体の上端を、ご使用になる方の肩位置の高さを目安として、付属のバックル

　　付きベルトの長さを調節します。

●　体型には個人差がありますので、その際、位置が高すぎて脇の下を圧迫していないかどうか

　　をチェックしてください。

●　脇の下を圧迫すると、苦痛やしびれなどを生じることがありますので、十分に気を付けて

　　ご使用ください。

●　クッション両側の上方の内側が、少し肩の内側に回り込むように調節していただくと

　　上肢全体をすっぽりと包みこむようにサポートすることができます。

●　その際、肩を前に押し出すことにならないように、必要なときは内側の中綿の量を

　　調節して下さい。

　　中綿の量は、内袋のファスナー開口部を開けて

　　調整することができます。

●　テーブルと併用する場合

　（テーブルの上にクッションを置く場合）

　　クッションの位置が高くなりすぎない

　　ようにテーブルの高さを調節してください。　

【正面図】

脇の下に合わせる

頭部上方にベルトを固定
（ハンドルや取手など）

肩位置を目安に
クッション上端を合わせる

【側面図】

脇の下に合わせる

【上面図】
肩の内側に回り込んでサポート



ベルトの取付方法

【ハイバック仕様のフレームの場合】
（バギータイプなど、ヘッドサポートが背もたれの延長上に取り付けられているフレームの場合）

　下図のように、バックルのオス側がついたベルトを車椅子等のフレームの上方
　（ヘッドサポート上方）の位置に取付けます。

【ローバック仕様のフレームの場合】
（ヘッドサポートが、ヘッドサポート取付金具を使用して、背もたれとは別に取り付けられているフレームの場合）

　「アームクッション取付用アタッチメント」を使用して、バックルのオス側がついたベルトを
　車椅子等のフレームの上方（ヘッドサポート上方位置）に取付けます

●　バックル付きベルトをフレームに取り付ける場合、フレームの種類によって取り付け方法が
　　異なります。

グリップの根本や
スリングベルトを通している
スリット部など

アタッチメント構成部品

　・バックル取付用丸棒
　・丸棒受け樹脂パーツ
　・スリング用スペーサー


